
2-1親と子の健康生活の充実

担当
課

担当
課

実
施
内
容

・適切な時期に、分かりやすい周知や接種勧奨を実施するとともに、相談体制の充実
を図った。　接種者数：35,121人（延べ人数）
・予防接種ナビの周知・利用促進に努めた。予防接種ナビ登録会員数：2,947人（3月
末）

予
算

平成27年度

予算額 524,687千円 決算額 386,109,754円
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事
業
名

予防接種
今
後
の
方
向
性

事
業
概
要
及
び

目標値（平成31年度） ９５．０％
平成27年度目標値 ８５．０％
平成27年度実績値 ８３．１％ 進捗率 97.8% 評価 Ａ

　予防接種は、予防接種法などに基づき、感染症の予防に有効な予防接
種（ヒブ、小児用肺炎球菌、四種混合、三種混合、不活化ポリオ、ＢＣ
Ｇ、麻しん風しん混合、水痘、日本脳炎、二種混合、子宮頸がん予防）
を実施医療機関での個別接種として実施するものです。※水痘は平成26
年10月1日から実施。
　今後も、さらに予防接種の種類が増え、内容が複雑化することが予測
されるため、実施医療機関との連携を強化し、適切な接種勧奨に努めま
す。また、予防接種の事故（誤接種）防止、健康被害に対する適切な対
応に力を入れ、被接種者が必要な予防接種を安全・適切に受けられるよ
う、接種履歴データの活用と相談体制の充実を図ります。健康課

指標 接種率
現状値（平成25年度） ８４．１％

実
施
予
定
内
容

＜平成２７年度目標値＞ 接種率：85%
《平成２７年度目標値設定の考え方》
　接種の種類の変更や中止などにより、接種率が下降しており（平成26年度79.5%）、
現状値に近い数字にした。
《平成２７年度の実施予定》
・適切な市民周知や接種勧奨を実施するとともに、相談体制の充実を図る
・予防接種ナビの周知・利用促進を図る

《平成２７年度目標値設定の考え方》
　現在の実施状況及び実績を考慮し算出した。
《平成２７年度の実施予定》
・母子健康手帳交付時に妊婦健康診査助成券を交付。
・内容：妊婦健康診査１４回(１回のうちＨＢｓ抗原検査、ＨＣＶ抗体検査、風疹抗体
検査)、ＨＩＶ抗体検査、子宮頸がん検診、ＨＴＬＶ-１抗体検査、性器クラミジア検
査【助成券１４回のうち以下検査を含む】超音波検査４回、Ｂ群溶血性連鎖球菌検査

実
施
内
容

・妊婦一般健康診査１４回実施分は、18,705件
・ＨＩＶ抗体検査実施分は、1,555件　・子宮頸がん検診実施分は、1,523件
・ＨＴＬＶ-１抗体検査実施分は、1,534件　・性器クラミジア検査実施分は、1,538件

予
算

平成27年度

予算額 166,133千円 決算額 143,635,957円

①母子の健康保持の支援
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事
業
名

妊婦健康診査
今
後
の
方
向
性

事
業
概
要
及
び

　妊婦健康診査は、妊婦の健康の保持増進を図り、安全・安
心な妊娠・出産を迎えられるよう、実施するものです。母子
健康手帳交付時に妊婦健康診査、ＨＢｓ抗原検査、　HCV抗
体検査、ＨＩＶ抗体検査、風疹抗体検査、HTLV-1抗体検査、
性器クラミジア検査、子宮頸がん検査の助成券を交付してい
ます。
　今後も、妊婦健康診査にかかる自己負担の一部を助成する
ことにより、経済的負担の軽減を図ります。

健康課
＜保健センター＞

指標

平成27年度実績値 ９７．０％ 進捗率 102.6% 評価 Ａ

第１回目の受診率(１回目の受診者数/新規母子健康手帳の交付数)
現状値（平成25年度） ９２．９％
目標値（平成31年度） ９５．０％
平成27年度目標値 ９４．５％

実
施
予
定
内
容
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2-1親と子の健康生活の充実

担当
課

担当
課

指標 受診率(妊婦歯科健康診査受診者数/母子健康手帳の交付数)
現状値（平成25年度） ２０．５％

実
施
予
定
内
容

《平成２７年度目標値設定の考え方》
　平成２６年度受診率20%を参考に算出。
《平成２７年度の実施予定》
・母子健康手帳交付時に妊婦歯科健康診査の必要性を説明し、受診票を交付る。
・市内４２医療機関へ委託、個別歯科健康診査にて実施します。

実
施
内
容

・市内４２医療機関で実施。歯周疾患を早期に発見すると共に、適切な保健指導及び
口腔衛生に関する正しい知識の普及を行うことにより、妊婦及び胎児への健康の保持
増進を図る。
・実施件数は、３８３件

予
算

平成27年度

予算額 3,245千円 決算額 1,262,600円

予
算

平成27年度

予算額 851千円 決算額 741,581円

基
本
目
標
2

子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
の
支
援

基
本
施
策
2
‐

1

親
と
子
の
健
康
生
活
の
充
実

31

事
業
名

妊婦歯科健康診査
今
後
の
方
向
性

事
業
概
要
及
び

目標値（平成31年度） ２３．０％
平成27年度目標値 ２２．０％
平成27年度実績値 ２２．０％ 進捗率 100.0% 評価 Ａ

　妊婦歯科健康診査は、妊婦に対して歯周疾患を早期に発見
し、適切な保健指導及び口腔衛生に関する正しい知識の普及
を行うことにより、妊婦及び胎児への健康保持増進を図るこ
とを目的として、問診、歯科診察、結果説明、保健指導を行
うものです。
　今後も、妊娠期から口腔衛生に関する啓発を行い、出産後
も母子ともに歯と口の健康意識を高めます。健康課

＜保健センター＞

　母子健康手帳は、妊娠、出産および育児に関する一貫した
健康管理を支援し、母親や乳幼児の健康の保持増進を図るた
め、必要な指導および助言を行いながら交付するものです。
　今後も、妊娠期から乳幼児期までの健康に関する重要な情
報の一元管理のため、春日部市保健センターなどにおいて、
母子健康手帳を交付します。

健康課
＜保健センター＞

指標 妊娠１１週以内の交付割合
現状値（平成25年度） ９１．７％

実
施
予
定
内
容

《平成２７年度目標値設定の考え方》
　平成２６年度の現状値92.6%から算出した。
《平成２７年度の実施予定》
・母子健康手帳は、妊娠中の医療機関を受診した記録や、出産後の子どもの成長、健診の記録をするも
のであり、全員が妊娠初期に交付されることが望ましい。
・医師から妊娠の診断を受け、妊娠届出をした方に、春日部市保健センター、庄和総合支所、武里出張
所にて母子健康手帳を交付。
・併せて、妊婦健康診査助成券を交付し、必要な情報提供を行う。

実
施
内
容

・医師から妊娠の診断を受け、妊娠届出をした方に、春日部市保健センター、庄和総
合支所、武里出張所にて母子健康手帳を交付。妊娠届出数：１６０８件
・併せて、妊婦健康診査助成券を交付し、必要な情報提供を行う。
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事
業
名

母子健康手帳の交付
今
後
の
方
向
性

事
業
概
要
及
び

目標値（平成31年度） ９３．０％
平成27年度目標値 ９３．０％
平成27年度実績値 ９１．９％ 進捗率 98.8% 評価 Ａ
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33

事
業
名

乳幼児健康相談
今
後
の
方
向
性

事
業
概
要
及
び

　乳幼児健康相談は、未就学の乳幼児を対象に、育児につい
て身近に相談できる機会をつくり、乳幼児が心身ともに健康
に育つことを目的として、問診、身体計測、育児相談、母乳
相談、栄養相談、言語・心理および運動の発達相談を実施す
るものです。
　今後も、春日部市保健センター、庄和保健センターにおい
て、保護者の不安解消、乳幼児への適切な対応を行います。健康課

＜保健センター＞

指標 対象者の相談率（受相数/申込人数）
現状値（平成25年度） ８３．１％
目標値（平成31年度） ８８．０％
平成27年度目標値 ８６．０％
平成27年度実績値 ８４．３％ 進捗率 98.0% 評価 Ａ

実
施
予
定
内
容

《平成２７年度目標値設定の考え方》
　平成２６年度の相談率85.1％を参考に算出。
《平成２７年度の実施予定》
　健診やかすかべびーず訪問等による周知、必要な対象者への案内を実施します。保
護者の不安解消、乳幼児への適切な対応を行います。春日部市保健センター、庄和保
健センターにて実施します。

実
施
内
容

・春日部市保健センターにて２５回、庄和保健センターにて１２回実施。
・未就学の乳幼児を対象に、身体計測、育児相談、母乳相談、栄養相談、言語・心理
および運動の発達相談を実施。
・申し込み者１１５９人、受相児９７７人。

予
算

平成27年度

予算額 1,597千円 決算額 1,542,940円

事
業
名

４か月児健康診査
今
後
の
方
向
性

事
業
概
要
及
び

４か月児健康診査は、４か月から５か月未満の乳児を対象
に、先天異常、中枢神経系の異常、整形外科的疾患や発育発
達の遅れの早期発見および健康の保持増進を図るため、市内
の医療機関において、発育栄養状態、神経・運動機能の発達
検査などの健康診査を実施するものです。
今後も、かすかべびーず訪問において４か月児健康診査の必
要性を説明しながら受診勧奨につなげます。健康課

＜保健センター＞

指標 受診率(受診児数/対象児数)
現状値（平成25年度） ９６．７％
目標値（平成31年度） ９７．０％
平成27年度目標値 ９６．８％
平成27年度実績値 ９５．６％ 進捗率 98.8% 評価 Ａ

実
施
予
定
内
容

《２７年度目標設定の考え方》
　現在の実施状況及び実績を考慮して算出した。
《２７実施の実施予定》
・対象:4か月から5か月未満児
・内容：発育・栄養状態、神経・運動機能の発達検査
・周知：４か月児健康診査票を春日部市かすかべびーず訪問にて保健師、母子保健推進員等が手渡しす
る。
・方法：市内の46医療機関に委託して個別健診を実施。

実
施
内
容

・生後４か月から５か月未満児を対象に市内29医療機関に委託
・未熟児訪問事業の対象者及び保護者の疾病や介護等で里帰りをした児が、市外の医
療機関で健診を受診した場合、償還払いによる助成を実施。
・該当児数1,567人、受診児数1,498人

予
算 予算額 10,239千円 決算額 8,311,245円
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事
業
名

１０か月児健康診査
今
後
の
方
向
性

事
業
概
要
及
び

　１０か月児健康診査は、９か月から１歳未満の乳児を対象
に、ハイハイなど運動面の発達や離乳食完了期と栄養面にお
いての指標から、異常の早期発見や育児支援を行うととも
に、児が心身ともに健康に育つことを目的に、問診、身体計
測、内科診察、栄養指導、保健指導を実施するものです。
　今後も、未受診者に対して保健師が、電話・ハガキ・訪問
などにより受診勧奨を行います。健康課

＜保健センター＞

指標 受診率(受診児数/対象児数)
現状値（平成25年度） ９５．５％
目標値（平成31年度） ９６．０％
平成27年度目標値 ９５．７％
平成27年度実績値 ９６．９％ 進捗率 101.3% 評価 Ａ

実
施
予
定
内
容

《平成２７年度目標値設定の考え方》
　現在の実施状況及び実績を考慮して算出した。
《平成２７年度の実施予定》
春日部市保健センター、庄和保健センターで集団健康診査実施。
対象：９か月から１歳未満
内容：問診、身体計測、診察(内科)、育児相談、集団栄養指導、栄養相談
周知方法：ゴミニケーションカレンダー、個人通知

実
施
内
容

　９か月から１歳未満児を対象に、春日部市保健センター、庄和保健センターで集団
健康診査を実施した。該当児数1,575人、受診児数1,526人。

予
算

平成27年度

予算額 5,550千円 決算額 5,334,279円

事
業
名

１歳６か月児
健康診査

今
後
の
方
向
性

事
業
概
要
及
び

　１歳６か月児健康診査は、１歳６か月から２歳未満の幼児
を対象に、歩行や発語、言語理解などの獲得を指標として、
異常の早期発見や健康の保持増進を目的とし、身体計測、内
科診察、歯科診察、栄養指導、保健指導、心理相談、ブラッ
シング指導を実施するものです。
　今後も、未受診者に対して、母子保健推進員や保健師が家
庭訪問などによる受診勧奨を行うとともに、育児状況を確認
します。

健康課
＜保健センター＞

指標 受診率(受診児数/対象児数)
現状値（平成25年度） ９６．３％
目標値（平成31年度） ９７．０％
平成27年度目標値 ９６．５％
平成27年度実績値 ９５．２％ 進捗率 98.7% 評価 Ａ

実
施
予
定
内
容

《平成２７年度目標値設定の考え方》
　現在の実施状況及び実績を考慮して算出した。
《平成２７年度の実施予定》
春日部市保健センター、庄和保健センターで集団健康診査実施。
対象：１歳６か月から２歳未満
内容：問診、身体計測、診察(内科・歯科)、育児相談、栄養相談、心理相談、ブラッシング指導
周知方法：ゴミニケーションカレンダー、個人通知

実
施
内
容

　１歳６か月から２歳未満児を対象に、春日部市保健センター、庄和保健センターで
集団健康診査を実施した。該当児数1643人、受診児数1564人。

予
算

平成27年度

予算額 8,703円 決算額 8,412,196円
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37

事
業
名

１歳６か月児
健康診査歯科指導

今
後
の
方
向
性

事
業
概
要
及
び

　１歳６か月児健康診査歯科指導は、１歳６か月児健康診査
時に、むし歯のある幼児の保護者に対して、ブラッシング指
導および保健指導を行うものです。
　今後も、引き続き、むし歯のある幼児の保護者に対して、
ブラッシング指導および保健指導を行います。

健康課
＜保健センター＞

指標 むし歯のない１歳６か月児の割合（むし歯のない１歳６か月児数／受診児数）
現状値（平成25年度） ９８．８％
目標値（平成31年度） ９９．０％
平成27年度目標値 ９９．０％
平成27年度実績値 ９８．７％ 進捗率 99.0% 評価 Ａ

実
施
予
定
内
容

《平成２７年度目標値設定の考え方》
　平成２６年度むし歯のない１歳６か月児の割合98.8％から算出。
《平成２７年度の実施予定》
春日部市保健センター、庄和保健センターで集団健康診査実施。
対象：１歳６か月から２歳未満
内容：歯科診察、ブラッシング指導(集団・個別）
周知方法：ゴミニケーションカレンダー、個人通知

実
施
内
容

　１歳６か月から２歳未満児を対象に、春日部市保健センター、庄和保健センターで
集団健康診査歯科指導を実施した。該当児数1643人、受診児数1564人。むし歯保有児
数20人。

予
算

平成27年度

予算額 245千円 決算額 244,944円

事
業
名

１歳６か月児
健康診査２次指導

(親子教室）

今
後
の
方
向
性

事
業
概
要
及
び

　１歳６か月児健康診査２次指導（親子教室）は、１歳６か
月児健康診査後、言葉の遅れもしくは社会情緒的発達面での
遅れなどが疑われる幼児、また療育上問題があると思われる
保護者および幼児に対し、適切な援助を行い、幼児の適切な
発達を促すとともに、保護者同士の交流の場を提供するもの
です。
　今後も、引き続き、療育上問題があると思われる保護者お
よび幼児に対し、適切な援助を行います。

健康課
＜保健センター＞

指標 対象者の継続受講率
現状値（平成25年度） ９１．３％
目標値（平成31年度） １００％
平成27年度目標値 ９２．０％
平成27年度実績値 ９７．１％ 進捗率 105.5% 評価 Ａ

実
施
予
定
内
容

《平成２７年度目標値設定の考え方》
　平成２６年度の対象者の参加状況から算出した。
《平成２７年度の実施予定》
原則月２回　年２１回　春日部市保健センターで実施。
対象：全体的な発達の遅れなどが疑われる、おおむね２歳以上の幼児とその保護者
内容：個別の相談及び指導、遊びを通してのグループ指導

実
施
内
容

　年２１回、保健師、言語聴覚士、臨床心理士による個別の相談及び指導、集団遊び
を通してのグループ指導を行なった。参加者実人数３５人、延べ３２１人。

予
算

平成27年度

予算額 1,800千円 決算額 1,752,480円
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39

事
業
名

３歳５か月児
健康診査

今
後
の
方
向
性

事
業
概
要
及
び

　３歳５か月児健康診査は、身体発育および精神面の発達が
著しく、精神発達の遅れや弱視、難聴といった身体的機能の
異常の発見が可能となってくる、３歳５か月から４歳未満の
幼児を対象に、問診、身体計測、内科診察、歯科診察、尿検
査、眼・耳に関するアンケート、栄養指導、保健指導、心理
相談、ブラッシング指導を行うものです。
　今後も、未受診者に対して、母子保健推進員や保健師が家
庭訪問などによる受診勧奨を行うとともに、育児状況を確認
します。

健康課
＜保健センター＞

指標 受診率(受診児数/対象児数)
現状値（平成25年度） ９３．１％
目標値（平成31年度） ９５．０％
平成27年度目標値 ９３．２％
平成27年度実績値 ９１．６％ 進捗率 98.3% 評価 Ａ

実
施
予
定
内
容

《平成２７年度目標値設定の考え方》
　現在の実施状況及び実績を考慮して算出した。
《平成２７年度の実施予定》
春日部市保健センター、庄和保健センターで集団健康診査実施。
対象：３歳から４歳未満
内容：問診、尿検査、眼・耳に関するアンケート、身体計測、診察(内科・歯科)、育児相談、栄養相
談、心理相談、ブラッシング指導
周知方法：ゴミニケーションカレンダー、個人通知

実
施
内
容

　３歳５か月から４歳未満児を対象に、春日部市保健センター、庄和保健センターで
集団健康診査を実施した。該当児数1621人、受診児数1485人。

予
算

平成27年度

予算額 9,342千円 決算額 8,782,534円

事
業
名

３歳５か月児
健康診査歯科指導

今
後
の
方
向
性

事
業
概
要
及
び

　３歳５か月児健康診査歯科指導は、３歳５か月児健康診査
時に、むし歯のある幼児の保護者に対して、ブラッシング指
導および保健指導を行うものです。
　今後も、引き続き、むし歯のある幼児の保護者に対して、
ブラッシング指導および保健指導を行います。

健康課
＜保健センター＞

指標 むし歯のない３歳児の割合（むし歯のない３歳児数／受診児数）
現状値（平成25年度） ８１．７％
目標値（平成31年度） ８５．０％
平成27年度目標値 ８２．０％
平成27年度実績値 ８１．３％ 進捗率 99.1% 評価 Ａ

実
施
予
定
内
容

《平成２７年度目標値設定の考え方》
　平成２６年度むし歯のない３歳児の割合80.1％から算出。
《平成２７年度の実施予定》
春日部市保健センター、庄和保健センターで集団健康診査実施。
対象：３歳から４歳未満
内容：歯科診察、ブラッシング指導(集団・個別）
周知方法：ゴミニケーションカレンダー、個人通知

実
施
内
容

　３歳５か月から４歳未満児を対象に、春日部市保健センター、庄和保健センターで
集団健康診査歯科指導を実施した。該当児数1621人、受診児数1484人。むし歯保有児
数277人。

予
算

平成27年度

予算額 245千円 決算額 244,944円
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41

事
業
名

３歳５か月児
健康診査２次指導

(幼児教室）

今
後
の
方
向
性

事
業
概
要
及
び

　３歳５か月児健康診査２次指導（幼児教室）は、３歳５か
月児健康診査後、全体的な発達の遅れなどが疑われる幼児、
また療育上問題があると思われる保護者および幼児に対し、
適切な援助を行い、幼児の適切な発達を促すとともに、保護
者同士の交流の場を提供するものです。
　今後も、引き続き、療育上問題があると思われる保護者お
よび幼児に対し、適切な援助を行います。健康課

＜保健センター＞

指標 対象者の継続受講率
現状値（平成25年度） ９１．９％
目標値（平成31年度） １００％
平成27年度目標値 ９２．０％
平成27年度実績値 ９５．２％ 進捗率 103.5% 評価 Ａ

実
施
予
定
内
容

《平成２７年度目標値設定の考え方》
　平成２６年度の対象者の参加状況から算出した。
《平成２７年度の実施予定》
原則月２回　年２１回　春日部市保健センターで実施。
対象：全体的な発達の遅れなどが疑われる、おおむね３歳以上の幼児とその保護者
内容：個別の相談及び指導、遊びを通してのグループ指導

実
施
内
容

　年２１回、保健師、言語聴覚士、臨床心理士による個別の相談及び指導、集団遊び
を通してのグループ指導を行なった。参加者実人数２０人、延べ１８２人。

予
算

平成27年度

予算額 1,308千円 決算額 1,312,550円

事
業
名

ゴミニケーション・
健康情報カレンダー
による情報提供

今
後
の
方
向
性

事
業
概
要
及
び

　ゴミニケーション・健康情報カレンダーによる情報提供
は、各世帯に配布しているゴミニケーション・健康情報カレ
ンダーに、乳幼児健康診査や予防接種、市内医療機関一覧な
どの情報を掲載し、子どもの健康に関する情報を提供するも
のです。
　今後もわかりやすい紙面づくりに取り組むとともに、必要
な情報を全ての家庭に提供できるよう、努めていきます。健康課

指標 発行部数
現状値（平成25年度） １０７，０００部
目標値（平成31年度） １１０，０００部
平成27年度目標値 １０９，０００部
平成27年度実績値 １０９，０００部 進捗率 100.0% 評価 Ａ

実
施
予
定
内
容

（平成２７年度目標値）発行数：109,000部
《平成２７年度目標値設定の考え方》
　近年の配布部数の状況を考慮し算出した。
《平成２７年度の実施予定》
　・公共施設で平成２７年度版を配布する。
　・平成２８年度版を作成する。

実
施
内
容

　ゴミニケーション・健康情報カレンダーに乳幼児の健診や予防接種などの子どもの
健康に関する情報を掲載し、広報かすかべ3月号と同時に各世帯に配布すると共に、市
内の23施設で配付した。また、PDFデータを市公式ホームページに掲載した。
※決算額は、健康課分（43,600部）のみ（資源循環推進課分は含まない）。

予
算

平成27年度

予算額 3,862千円 決算額 3,249,072円
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②健康教育の支援

事
業
名

保健センターの充実
今
後
の
方
向
性

事
業
概
要
及
び

　保健センターは、健康づくり支援の事業拠点として、各種
事業を行う施設です。事業内容は健康増進事業（各種がん検
診・健康教育・健康相談など）、母子保健事業（母子健康手
帳の交付・乳幼児健康診査・相談など）、精神保健事業で
す。
　今後も、引き続き、健康づくり支援を行うため、健康管理
体制の強化や健康増進のための事業拠点として、保健セン
ターの整備・充実を図ります。健康課

＜保健センター＞

指標 来館者数
現状値（平成25年度） ３８，５２２人
目標値（平成31年度） ４２，３００人
平成27年度目標値 ４０，０００人

42

43

平成27年度実績値 ３２，９６０人 進捗率 82.4% 評価 Ａ

実
施
予
定
内
容

《平成２７年度目標値設定の考え方》
　現在の実施状況及び実績を考慮し算出した。
《平成２７年度の実施予定》
　　健康増進事業（各種がん検診・健康教育・健康相談等）、母子保健事業（母子手帳
　の交付・乳幼児健康診査・相談等）、精神保健事業、その他健康づくり支援事業の実
　施。

実
施
内
容

健康増進事業（各種がん検診・健康教育・健康相談等）、母子保健事業（母子手帳の
交付・乳幼児健康診査・相談等）、精神保健事業、その他健康づくり支援事業の実施

予
算

平成27年度

予算額 40,409千円 決算額 38,704,517円

事
業
名

両親学級
（ママパパ学級）

今
後
の
方
向
性

事
業
概
要
及
び

　両親学級（ママパパ学級）は、出産を迎える妊婦およびそ
の夫に対し、妊娠、分娩、栄養、育児、および歯科について
の講義、赤ちゃんのお風呂の入れ方、妊婦体操、母乳ケアの
実技指導を行うものです。
　今後も、妊娠、分娩および育児についての知識と技術を提
供し、必要に応じて健康相談を行うことで、安心して出産・
育児が迎えられるよう支援します。また、仲間づくりの場と
しても活用します。健康課

＜保健センター＞

指標 受講率（受講者数/申込者数）
現状値（平成25年度） ９２．０％
目標値（平成31年度） ９５．０％
平成27年度目標値 ９３．０％
平成27年度実績値 ９６．１％ 進捗率 103.3% 評価 Ａ

実
施
予
定
内
容

《平成２７年度目標値設定の考え方》
　現在の実施状況及び実績を考慮し算出した。
《平成２７年度の実施予定》
　・年１２回　春日部保健センターで実施
　・赤ちゃんのお風呂の入れ方、妊婦体操、乳房ケア等について
　・歯科・妊産婦の栄養について

実
施
内
容

・年１２回（3回コース）春日部保健センターで実施　申込み妊婦数２３１人・参加者２２２
人
・赤ちゃんのお風呂の入れ方、妊婦体操、乳房ケア等について保健師・助産師より指導
・歯科・妊産婦の栄養について歯科医師・管理栄養士より講話

予
算

平成27年度

予算額 477千円 決算額 473,199円
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45

事
業
名

初孫教室
今
後
の
方
向
性

事
業
概
要
及
び

　初孫教室は、初孫を迎える祖父母へ、最近の育児情報、赤
ちゃんのお風呂の入れ方の技術指導、離乳食・おやつについ
て試食・実技指導を行うものです。
　今後も、育児で悩む子ども夫婦のよき理解者、支援者とな
り、子ども夫婦と協力し合い楽しんで育児を行えるよう、祖
父母に最近の育児情報を提供します。健康課

＜保健センター＞

指標 受講者数
現状値（平成25年度） ９４人
目標値（平成31年度） １００人
平成27年度目標値 ９４人
平成27年度実績値 ８９人 進捗率 94.7% 評価 Ａ

実
施
予
定
内
容

《平成２７年度目標値設定の考え方》
　現在の実施状況及び実績を考慮し算出した。
《平成２７年度の実施予定》
　・年５回　春日部保健センターで実施
　・赤ちゃんのお風呂の入れ方
　・離乳食、おやつについて

実
施
内
容

　・年５回　春日部保健センターで実施
　・赤ちゃんのお風呂の入れ方
　・離乳食、おやつについて

予
算

平成27年度

予算額 25千円 決算額 20,005円

事
業
名

乳幼児応急手当
講習会

今
後
の
方
向
性

事
業
概
要
及
び

　乳幼児応急手当講習会は、乳幼児の事故予防の啓発をする
ことで、保護者が未然に事故を防ぐことができ、また、家庭
内の不慮の事故の応急手当ができるよう、乳幼児に対する心
肺蘇生法などの講習を実施するものです。
　今後も、引き続き、乳幼児の事故防止を図ることができる
よう、乳幼児応急手当講習会を開催します。健康課

＜保健センター＞

指標 受講者数
現状値（平成25年度） １４０人
目標値（平成31年度） １６０人
平成27年度目標値 １４０人
平成27年度実績値 １２４人 進捗率 88.6% 評価 Ａ

実
施
予
定
内
容

《平成２７年度目標値設定の考え方》
　現在の実施状況及び実績を考慮し算出した。
《平成２７年度の実施予定》
　・年８回　春日部保健センターで実施
　・家庭内の不慮の事故の応急手当
　・乳幼児に対する心肺蘇生法

実
施
内
容

　・年８回　春日部保健センターで実施
　・家庭内の不慮の事故の応急手当
　・乳幼児に対する心肺蘇生法

予
算

平成27年度

予算額 54千円 決算額 63,840円
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47

事
業
名

子育て支援講座出産
編の実施

今
後
の
方
向
性

事
業
概
要
及
び

　子育て支援講座出産編は、妊産婦へ出産・育児に関する情
報を提供し、安心して出産・子育てができるよう支援するも
のです。
　今後も、春日部地区助産師会と共催で子育て支援講座出産
編を開催し、安心して出産・子育てができるよう支援しま
す。

市民参加推進課
＜ハーモニー春日部＞

指標 受講率
現状値（平成25年度） ４５．０％
目標値（平成31年度） ９５．０％
平成27年度目標値 ７５．０％
平成27年度実績値 ８０．０％ 進捗率 106.7% 評価 Ａ

実
施
予
定
内
容

子育て支援講座出産編の実施
目的：出産・子育ての情報を提供し、不安やストレスを解消してもらう。また、夫や
家族の協力が大切であることを認識してもらう。
・実施日：9月6日（日）
・募集：15組　　・対象：初産の妊婦とその家族
・講師：春日部地区助産師会

実
施
内
容

・実施日：9月6日（日）
・参加：13組　　・対象：初産の妊婦とその家族
・講師：春日部地区助産師会

予
算

平成27年度

予算額 30千円 決算額 30,000円

事
業
名

かすかべびーず訪問
（乳児家庭全戸訪問

事業）

今
後
の
方
向
性

事
業
概
要
及
び

　かすかべびーず訪問（乳児家庭全戸訪問事業）は、子育て
支援のため、母子保健推進員、保健師などが生後２か月頃の
赤ちゃんのいる家庭を全戸訪問し、母子の様子を確認しなが
ら、子育てに関する相談や子育て支援の情報提供を行うもの
です。また、訪問時に４か月児健康診査票などを説明しなが
ら手渡し、受診勧奨に努めるものです。
　今後も、引き続き、子育てに関する情報提供と不安や悩み
解消のため、訪問を実施します。

健康課
＜保健センター＞

指標 訪問実施率（訪問時面接した数/対象児数）
現状値（平成25年度） ９２．３％
目標値（平成31年度） ９５．０％
平成27年度目標値 ９３．０％
平成27年度実績値 ９１・５％ 進捗率 98.4% 評価 Ａ

実
施
予
定
内
容

《平成２７年度目標値設定の考え方》
　現在の実施状況及び実績を考慮し算出した。
《平成２７年度の実施予定》
　生後２か月頃の赤ちゃんのいる家庭を全戸訪問し、母子の様子を確認しながら、子
育てに関する相談や子育て支援の情報提供を行います。

実
施
内
容

　生後２か月頃の赤ちゃんのいる家庭を全戸訪問し、母子の様子を確認しながら、子
育てに関する相談や子育て支援の情報提供を行いました。
対象児数1,547件、実績：1,415件

予
算

平成27年度

予算額 3,030千円 決算額 2,857,424円

③訪問指導による育児支援
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49

事
業
名

妊婦産婦訪問
今
後
の
方
向
性

事
業
概
要
及
び

　妊婦産婦訪問は、妊娠中の不安を抱える妊婦、育児不安を
持つ産婦へ、疾病予防や異常の早期発見など、適切な対処の
方法について、保健師・助産師などが妊産婦訪問指導を行う
ものです。
　今後も、引き続き、対象者について適切な訪問指導を実施
します。健康課

＜保健センター＞

指標 対象者の訪問実施率（訪問者数/対象者数）
現状値（平成25年度） ９７．７％
目標値（平成31年度） １００．０％
平成27年度目標値 ９８．０％
平成27年度実績値 ９７．７％ 進捗率 99.7% 評価 Ａ

実
施
予
定
内
容

《平成２７年度目標値設定の考え方》
　現在の実施状況及び実績を考慮し算出した。
《平成２７年度の実施予定》
　妊娠中の不安を抱える妊婦や育児不安を持つ母親への不安の軽減・育児支援を目的
として、保健師・助産師等が妊婦・産婦訪問指導を行います。

実
施
内
容

〈出生連絡票はがき又は電話で訪問希望のあった家庭へ助産師、保健師が訪問を実施。〉
●実施方法：埼玉県助産師会春日部地区に委託。地区担当保健師による訪問。
●訪問件数：654件
  内訳 ・助産師会に委託分新生児訪問件数延べ649件
       ・保健師による新生児訪問訪問件数延べ12件

予
算

平成27年度

予算額 2,430千円 決算額 1,733,400円

事
業
名

未熟児訪問
今
後
の
方
向
性

事
業
概
要
及
び

　未熟児訪問は、未熟児を育てる家庭へ保健師、助産師など
の専門職が家庭訪問を行い、保護者の精神的な負担感の軽減
を図るとともに、未熟児の健康状態の把握を行い、必要な助
言を行うものです。
　今後も、引き続き、対象児について適切な助言を実施しま
す。健康課

＜保健センター＞

指標 訪問実施率（訪問児数/対象者数）
現状値（平成25年度） ９３．３％
目標値（平成31年度） ９５．０％
平成27年度目標値 ９４．０％
平成27年度実績値 ７８．０％ 進捗率 83.0% 評価 Ａ

実
施
予
定
内
容

《平成２７年度目標値設定の考え方》
　現在の実施状況及び実績を考慮し算出した。
《平成２７年度の実施予定》
　保護者の精神的な負担感の軽減を図り、良好な育児支援を行うことを目的として、
保健師、助産師等の専門職が未熟児訪問を行います。

実
施
内
容

　子育て支援課からの養育医療給付申請者についての情報提供や出生連絡票のはがきにより対
象者を把握し保健師または助産師が訪問。訪問を実施しなかった方には面接や電話で支援をし
た。入院中や死亡のため訪問ができなかった方もいた。
●対象件数：64件　　●訪問件数：50件

予
算

平成27年度

予算額 0千円 決算額 0円
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　新生児訪問は、新生児を育てる家庭へ保健師、助産師など
の専門職が家庭訪問を行い、保護者の精神的な負担感の軽減
を図るとともに、新生児の健康状態の把握を行い、必要な助
言を行うものです。
　今後も、引き続き、新生児の健康な発育と母親への育児支
援を目的として、希望のあった家庭へ訪問指導を行います。健康課

＜保健センター＞

指標 希望者の実施率（訪問児数/対象者数）
現状値（平成25年度） ９７．７％

実
施
予
定
内
容

《平成２７年度目標値設定の考え方》
　現在の実施状況及び実績を考慮し算出した。
《平成２７年度の実施予定》
　希望のあった家庭へ、新生児の健康な発育と母親への育児支援を目的として、訪問
指導を行います。

実
施
内
容

〈出生連絡票はがき又は電話で訪問希望のあった家庭へ助産師、保健師が訪問を実施。〉
●実施方法：埼玉県助産師会春日部地区に委託。地区担当保健師による訪問。
●訪問件数：661件
  内訳・助産師会に委託分新生児訪問件数延べ649件
      ・保健師による新生児訪問訪問件数延べ12件

予
算

平成27年度

予算額 2,295千円 決算額 1,804,572円

目標値（平成31年度） １００．０％
平成27年度目標値 ９８．０％
平成27年度実績値 ９７．７％ 進捗率 99.7% 評価 Ａ

事
業
名

新生児訪問
今
後
の
方
向
性

事
業
概
要
及
び
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2-2心身を育む食育の推進

担当
課

担当
課

実
施
内
容

　食育の日メニュー実施回数　12回
　収穫体験実施回数　　　　　 8回（うち1回は雨天のため中止）
  ※クッキング保育についても食育の一環として実施（別事業として掲載）。

予
算

平成27年度

予算額 ―　千円 決算額 ―　円
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事
業
名

保育所食育
今
後
の
方
向
性

事
業
概
要
及
び

目標値（平成31年度） ２０回
平成27年度目標値 ２０回
平成27年度実績値 ２０回 進捗率 100.0% 評価 Ａ

　保育所食育は、地産地消の推進に取り組み、自分たちの食
べるものがどこからやってくるのか、また、園庭で育てた野
菜を給食にとり入れることで、食材の理解を深めるもので
す。また、地場産品も取り入れ、郷土の食材への理解を深め
るものです。
　現在は食育の日を取り入れたり、収穫体験を行ったりして
いますが、今後は事業の実施回数を増やすなど、検討してい
きます。保育課

指標 実施回数
現状値（平成25年度） １２回

実
施
予
定
内
容

（平成２７年度目標値）実施回数：20回
《平成２７年度目標値設定の考え方》公立保育所で実施する月1回の食育の日のメ
ニュー、収穫体験の実施予定回数としました。
《平成２７年度の実施予定》
　保育所で野菜を育て給食の食材として利用します。
　市内の農産物の収穫体験を通じて地産地消の推進を図ります。

（平成２７年度目標値）実施箇所数：8か所
《平成２７年度目標値設定の考え方》公立保育所の施設数としました。
《平成２７年度の実施予定》
　保育所に入所している子どもの健やかな成長のために、その成長にあったバランス
のよい給食の提供を行なうとともに、食に関心を持つようなメニューの工夫を図りま
す。

実
施
内
容

　給食だより発行件数　12件
　給食提供食数　　　186,376食（職員、実習生、一日保育士体験、検食等含む）

予
算

平成27年度

予算額 ―　千円 決算額 ―　円

①食に関する情報提供・学習機会の実施
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事
業
名

保育所給食
今
後
の
方
向
性

事
業
概
要
及
び

　保育所給食は、保育の中で、子どもたちが毎日の食べ物に
ついて、どのように調理されているかを見たり、匂いをかい
だりすることにより、食への関心を育み、心身ともに健康な
生活ができる力を培うものです。また、保護者にも「給食だ
より」などによる情報の提供を行うものです。
※平成27年度に公立保育所の統合により１か所減となります
が、今後も提供する内容は変わらず、事業の充実を図りま
す。保育課

指標

平成27年度実績値 ８か所 進捗率 100.0% 評価 Ａ

実施箇所数
現状値（平成25年度） ９か所
目標値（平成31年度） ８か所
平成27年度目標値 ８か所

実
施
予
定
内
容
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2-2心身を育む食育の推進

担当
課

担当
課

指標 受講率
現状値（平成25年度） ２８．４％

実
施
予
定
内
容

《平成２７年度目標値設定の考え方》
　現在の実施状況及び実績を考慮して算出した
《平成２７年度の実施予定》
場所：春日部市保健センター、庄和保健センター
対象：おおむね４か月児の母親等育児に携わる人
内容：離乳食の進め方についての講義と交流会
周知：４か月児健診のお知らせに同封し、かすかべびーず訪問にて配布等

実
施
内
容

おおむね４か月児の母親等育児に携わる人を対象に、春日部市保健センターと庄和保
健センターにて実施。内容は、離乳食の進め方についての講義と参加者同士の交流
会。４か月児健診のお知らせにちらしを同封し、かすかべびーず訪問にて配布して周
知。

予
算

平成27年度

予算額 424千円 決算額 383,661円

予
算

平成27年度

予算額 ―　千円 決算額 ―　円
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事
業
名

離乳食教室
今
後
の
方
向
性

事
業
概
要
及
び

目標値（平成31年度） ２９．０％
平成27年度目標値 ２９．０％
平成27年度実績値 ３３．１％ 進捗率 114.1% 評価 Ａ

　離乳食教室は、離乳食作りの正しい情報を提供することで
育児不安を解消し、同じ月齢の乳児をもつ母親が孤立するこ
とのないよう、交流の機会を設けることを目的に、講話、試
食提供、交流会を実施するものです。
　今後も、離乳食作りの情報を提供するとともに、母親間の
交流の機会を設けます。健康課

＜保健センター＞

　クッキング保育は、食育の一環として、食材に興味を持っ
てもらうために、園庭で育てた野菜や季節の食材を使い、子
どもたちで調理の一部を行う「クッキング保育」を年に１回
程度実施するものです。
　今後も、引き続き、回数の増加などを検討していきます。

保育課

指標 実施回数
現状値（平成25年度） ８回

実
施
予
定
内
容

（平成２７年度目標値）実施回数：16回
《平成２７年度目標値設定の考え方》
　公立保育所で実施するクッキング保育の延べ実施回数としました。
《平成２７年度の実施予定》
　食への関心を高めるために所庭で育てた野菜などを使用し、児童自ら調理を行い、
作ることの楽しさや大変さなどを理解することにより、毎日の食事や調理する方への
感謝など、児童のより良い成長につなげます。

実
施
内
容

　いももち、夏野菜ピザ、米粉のミニピザ、スイートポテト、さつまいもの鬼蒸しパ
ン、さつまいもクッキー、さつまいもの茶巾、さつまいもジャム、ほうれん草クッ
キー、磯香和え等
　公立以外においても同様の事業を実施している施設あり。
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事
業
名

クッキング保育
今
後
の
方
向
性

事
業
概
要
及
び

目標値（平成31年度） １６回
平成27年度目標値 １６回
平成27年度実績値 １６回 進捗率 100.0% 評価 Ａ
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2-2心身を育む食育の推進

担当
課

担当
課

実
施
予
定
内
容

・給食時間等を活用し、学校栄養職員による食に関する指導を行います。
・アレルギー児童・生徒への除去食等を実施します。
・農産物への理解を深めるために、地産地消の推進に取り組んでまいります。
・アレルギー対応研修会などを開催いたします。

実
施
内
容

・給食時間等を活用し、学校栄養職員による食に関する指導を毎月行いました。
・アレルギー児童・生徒への除去食等の提供を行いしました。
・６月１１月を地場産利用の強化月間と定め、地産地消の利用推進に取り組みまし
た。
・アレルギー対応研修会を１回開催し、全３７校に周知いたしました。

予
算

平成27年度

予算額 0千円 決算額 0円

目標値（平成31年度） ―
平成27年度目標値 全３７校
平成27年度実績値 全３７校 進捗率 100.0% 評価 Ａ

事
業
名

学校給食
今
後
の
方
向
性

事
業
概
要
及
び

　学校給食は、学校栄養職員による「食に関する指導」や、
児童生徒のアレルギーへの対応、地産地消の推進など、食育
の充実を図るものです。
　今後も、市内の全小中学校において、学校給食を核とした
食育の充実を図るとともに、引き続き、アレルギー対応研修
会などを開催します。

学務課

指標 ―
現状値（平成25年度） ―

55
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事
業
名

食の健康教育
今
後
の
方
向
性

事
業
概
要
及
び

　食の健康教育は、子どもが健やかに成長できるよう、食の
正しい情報を提供し、おいしく楽しく食べる意欲を育て、適
切な食習慣を身につけることを目的に各ライフステージに合
わせて実施するものです。
今後も、ママパパ学級、離乳食教室、出前講座で食の正しい
情報を提供し、食育を推進します。健康課

＜保健センター＞

指標 受講者数
現状値（平成25年度） １，０１８人
目標値（平成31年度） １，０６０人
平成27年度目標値 １，０３０人
平成27年度実績値 ２，００６人 進捗率 194.8% 評価 Ａ

実
施
予
定
内
容

《平成２７年度目標値設定の考え方》
　現在の実施状況及び実績を考慮して算出した
《平成２７年度の実施予定》
　ママパパ学級、離乳食教室、出前講座の際に実施
平成２７年度より１０か月児健診時に離乳食教室集団指導実施

実
施
内
容

ママパパ学級にて妊娠期～授乳期の食事について、離乳食教室にて離乳食の進め方に
ついて、１０か月健診にて該当月齢の離乳食と今後の進め方について講義。

予
算

平成27年度

予算額 0千円 決算額 0円
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2-2心身を育む食育の推進

担当
課

担当
課

56

57
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事
業
名

学校給食
今
後
の
方
向
性

事
業
概
要
及
び

　学校給食は、学校栄養職員による「食に関する指導」や、
児童生徒のアレルギーへの対応、地産地消の推進など、食育
の充実を図るものです。
　今後も、市内の全小中学校において、学校給食を核とした
食育の充実を図るとともに、引き続き、アレルギー対応研修
会などを開催します。

指導課

指標 食に関する教育活動の実施学校数
現状値（平成25年度） 37校
目標値（平成31年度） 37校
平成27年度目標値 37校
平成27年度実績値 37校 進捗率 100.0% 評価 Ａ

実
施
予
定
内
容

市内の全小中学校において、学校給食を核とした食育の充実を図るとともに、引き続
き、アレルギー対応研修会などを開催します。

実
施
内
容

・学校栄養職員による「食に関する指導」が担任等と連携し行われている。
・田植え、稲刈り体験や農作物の栽培をとおして、食材について学んでいる。
・H27.8.19(水)、教職員対象アレルギー対応エピペン研修会を実施した。

予
算

平成27年度

予算額 30千円 決算額 30,000円

事
業
名

親と子の料理教室
今
後
の
方
向
性

事
業
概
要
及
び

　親と子の料理教室は、子どもと親が参加する「親と子の料
理教室」の実施や、ハーモニー春日部で年１回開催される
「ハーモニーフェスタ」においても親子を対象にした食事づ
くりを行うものです。
　今後も、親子で参加できる料理教室を開催し、食育を推進
します。

市民参加推進課
＜ハーモニー春日部＞

指標 受講率
現状値（平成25年度） ９０．０％
目標値（平成31年度） ９５．０％
平成27年度目標値 ９０．０％
平成27年度実績値 ９６．２％ 進捗率 106.9% 評価 Ａ

実
施
予
定
内
容

親と子の料理教室の実施
目的：料理をとおして親子がふれあい絆を深める。また、性別役割分担の払拭を目指
し調理の楽しさを父親と子どもたちに伝え、家庭で豊かな食生活を送るきっかけを作
る。
・実施日：11月15日（日）、1月30日（土）
・募集：16組（11月15日）、10組（1月30日）
・講師：春日部地域活動栄養士会

実
施
内
容

料理をとおして親子がふれあい絆を深め、性別役割分担の払拭を目指し調理の楽しさ
を伝え、家庭で豊かな食生活を送るきっかけを作ることが出来た。
・実施日：11月15日(日)、1月30日(土)・参加：16組(11月15日)、9組(1月30日)
・講師：春日部地域活動栄養士会

予
算

平成27年度

予算額 30千円 決算額 30,000円
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2-3思春期の健康教育の充実

担当
課

担当
課

実
施
内
容

・未成年者飲酒・喫煙防止キャンペーンでのキャンペーン用チラシ・ティッシュ配布
・成人式の参加者へ喫煙防止に関するリーフレット配布

予
算

平成27年度

予算額 0千円 決算額 0円
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事
業
名

未成年者飲酒・喫煙
防止キャンペーン

今
後
の
方
向
性

事
業
概
要
及
び

目標値（平成31年度） １０，０００枚
平成27年度目標値 ８，９００枚
平成27年度実績値 ８，０００枚 進捗率 89.9% 評価 Ａ

　未成年者飲酒・喫煙防止キャンペーンは、市内の酒およびたばこ小売
組合が、未成年者の健全な育成の一助とするため、駅頭にて「未成年者
飲酒・喫煙防止キャンペーン」を行うものです。実施に際しては、市を
はじめ市教育委員会、春日部警察署、春日部税務署などが後援・支援を
行うほか、市内の高校生の協力を得て、キャンペーン用チラシ・ティッ
シュを配布しています。
　また、成人式の参加者へリーフレットを配布するものです。
　今後も、引き続き、啓発に努めます。

健康課

指標 リーフレット配付数
現状値（平成25年度） ８，０００枚

実
施
予
定
内
容

《平成２７年度目標値設定の考え方》
　平成３１年度目標値より算出した。
《平成２７年度の実施予定》
・未成年者飲酒・喫煙防止キャンペーンでのキャンペーン用チラシ・ティッシュ配布
・成人式の参加者へ喫煙防止に関するリーフレット配布

《平成２７年度目標値設定の考え方》
　平成３１年度目標値より算出した。
《平成２７年度の実施予定》
　市内高等学校（６校）で実施する献血の際に、思春期の健康管理、性や性感染症予
防に関する知識の普及を図るためのリーフレットを配布。

実
施
内
容

　市内高等学校（６校）で実施する献血の際に、思春期の健康管理、性や性感染症予
防に関する知識の普及を図るためのリーフレットを配布。内１校では保健の授業でも
配布。

予
算

平成27年度

予算額 0千円 決算額 0円

①性や性感染症予防および喫煙・薬物乱用に関する知識の普及
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事
業
名

思春期の知識の普及
今
後
の
方
向
性

事
業
概
要
及
び

　思春期の知識の普及として、市内の高校生を対象に思春期
の健康管理、性や性感染症予防に関する知識の普及を図るた
め、リーフレットを配布しています。
　今後も、引き続き、啓発に努めます。

健康課
＜保健センター＞

指標

平成27年度実績値 １，１２０枚 進捗率 196.5% 評価 Ａ

思春期に関するリーフレット配布数
現状値（平成25年度） ５６０枚
目標値（平成31年度） ６００枚
平成27年度目標値 ５７０枚

実
施
予
定
内
容
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2-3思春期の健康教育の充実

担当
課

担当
課

実
施
内
容

　市内の酒およびたばこ小売組合が主催する、「未成年者飲酒・喫煙防止キャンペー
ン」に職員を派遣した。

予
算

平成27年度

予算額 0千円 決算額 0円
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事
業
名

未成年者飲酒・喫煙
防止キャンペーン

今
後
の
方
向
性

事
業
概
要
及
び

　未成年飲酒・喫煙防止キャンペーンは、市内の酒およびた
ばこ小売組合が未成年者の健全な育成の一助とするため、駅
頭にて「未成年者飲酒・喫煙防止キャンペーン」を行うもの
です。実施に際しては、市をはじめ市教育委員会、春日部警
察署、春日部税務署などが後援・支援を行うほか、市内の高
校生の協力を得て、キャンペーン用チラシ・ティッシュを配
布しています。
　また、成人式の参加者へリーフレットを配布するもので
す。今後も、引き続き、啓発に努めます。

社会教育課

指標 ―
現状値（平成25年度） ―
目標値（平成31年度） ―
平成27年度目標値 ―
平成27年度実績値 ― 進捗率 － 評価 Ａ

実
施
予
定
内
容

　市内の酒およびたばこ小売組合が主催する、「未成年者飲酒・喫煙防止キャンペー
ン」に職員を派遣します。

予
算

平成27年度

予算額 0千円 決算額 0円

　保健体育・健康教育は、小中学校における保健体育・健康
教育をとおして、性に対する正しい知識などを身につけてい
くことを推進するものです。
　現在、市内の全小中学校において性に関する教育を実施し
ており、今後も引き続き、計画的・継続的な指導を行いま
す。

指導課

指標 性に関する教育の実施校数
現状値（平成25年度） 37校

実
施
予
定
内
容

　市内の全小中学校において性に関する教育を実施しており、今後も引き続き、計画
的・継続的な指導を行います。
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事
業
名

保健体育・健康教育
今
後
の
方
向
性

事
業
概
要
及
び

目標値（平成31年度） 37校
平成27年度目標値 37校
平成27年度実績値 37校 進捗率 100.0% 評価 Ａ

実
施
内
容

・保健体育、健康教育の年間計画にそって、性に対する正しい知識が身に付くよう教
育を進めてきた。
・修学旅行等の行事を捉えて児童生徒に丁寧に説明してきた。
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2-3思春期の健康教育の充実

担当
課

指標 喫煙・薬物乱用防止教育実施校数

　学校における健康教育は、全小中学校における健康教育を
とおして、喫煙や薬物乱用の防止などに関する教育を推進す
るものです。
　現在、市内の全小中学校において喫煙・薬物乱用防止教育
を実施しており、今後も引き続き、子どもの心に響く健康教
育となるよう工夫・改善を図ります。

指導課

現状値（平成25年度） 37校

実
施
予
定
内
容

　市内の全小中学校において喫煙・薬物乱用防止教育を実施しており、今後も引き続
き、子どもの心に響く健康教育となるよう工夫・改善を図ります。

実
施
内
容

・健康教育をとおして、飲酒(28校)や喫煙(28校)、薬物乱用(27校)の健康被害につい
て防止教室を全校(37校)で実施した。

予
算

平成27年度

予算額 0千円 決算額 0円
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事
業
名

学校における健康教
育

今
後
の
方
向
性

事
業
概
要
及
び

目標値（平成31年度） 37校
平成27年度目標値 37校
平成27年度実績値 37校 進捗率 100.0% 評価 Ａ
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2-4地域で支える小児医療の充実

担当
課

担当
課

実
施
内
容

　第二次救急医療体制(二次体制)として、６市１町の東部南地区救急医療圏におい
て、輪番制で小児救急医療支援事業(二次救急)を実施した。(実施日数３６６日間)

予
算

平成27年度

予算額 1,566千円 決算額 1,565,053円
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事
業
名

小児救急医療支援事
業

今
後
の
方
向
性

事
業
概
要
及
び

目標値（平成31年度） １病院
平成27年度目標値 １病院
平成27年度実績値 １病院 進捗率 100.0% 評価 Ａ

　小児救急医療支援事業は、緊急入院・手術の必要な小児の
救急患者を対象に、埼玉県東部南地区の６市１町（春日部
市、草加市、越谷市、八潮市、三郷市、吉川市、松伏町）で
実施している病院群輪番制において二次救急医療として診療
を行うものです。
　今後も、現在の体制を維持するとともに、新たな参加を促
すため、医療機関への働きかけを行います。

実
施
予
定
内
容

　第二次救急医療体制(二次体制)として、６市１町の東部南地区救急医療圏におい
て、輪番制で小児救急医療支援事業(二次救急)を実施する。(実施日数３６６日間)

（平成２７年度目標値）診療日数：243日
《平成２７年度目標値設定の考え方》
　平成２７年度の診療予定日から算出した。
《平成２７年度の実施予定》
　・広報紙やホームページ等により事業内容を広くＰＲすることにより、市民に周知
を図り、事業の活用を促す。
　・（仮称）春日部市小児救急夜間診療所の開設準備を行う。

実
施
内
容

春日部市立医療センターの移転に伴い、平成２８年７月１日より「小児救急夜間診療
所」を開設するため、第２別館の改修工事を行い準備をした。

予
算

平成27年度

予算額 31,361千円 決算額 30,981,083円

健康課

指標 市内の参加病院数
現状値（平成25年度） １病院

①小児医療の確保・充実

基
本
目
標
2
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ど
も
の
健
や
か
な
成
長
の
支
援

基
本
施
策
2
‐

4
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域
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事
業
名

小児救急平日夜間診
療部の運営

今
後
の
方
向
性

事
業
概
要
及
び

　小児救急平日夜間診療部の運営は、15歳未満の救急患者を
対象に、かかりつけ医療機関が終了した後に容態が急変し翌
日までに緊急な治療が必要な場合に、一次救急医療として内
科の診療を実施するものです。
　今後は、土日休日の夜間にも診療を実施し、小児一次救急
医療体制の充実を図ります。

健康課

指標

平成27年度実績値 ２４３日 進捗率 100.0% 評価 Ａ

平成27年度目標値 ２４３日

実
施
予
定
内
容

診療日数
現状値（平成25年度） ２４４日
目標値（平成31年度） ３６５日
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2-4地域で支える小児医療の充実

担当
課

予
算

平成27年度

予算額 9,798千円 決算額 9,797,760円

　在宅当番医制運営事業は、救急患者を対象に、休日昼間に
おける急な発熱などの病気やけがの診療を、初期救急医療と
して市内の医療機関が交代で実施するものです。
　今後も、休日昼間に小児科を受診することができる体制を
維持します。

健康課

指標 小児を診療する医療機関の数（１日あたり）
現状値（平成25年度） １医療機関

基
本
目
標
2
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ど
も
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な
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の
支
援
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策
2
‐

4
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事
業
名

在宅当番医制運営事
業

目標値（平成31年度）

平成27年度目標値

平成27年度実績値

実
施
予
定
内
容

（平成２７年度目標値）医療機関数：１医療機関
《平成２７年度目標値設定の考え方》
　現在の実施状況及び実績を考慮し算出した。
《平成２７年度の実施予定》
　・広報紙やホームページ等により事業内容を広くＰＲすることにより、市民に周知
を図り、事業の活用を促す。

実
施
内
容

　市医師会への委託により、日曜日、祝日及び年末年始の救急患者の診療を行う内、
１箇所は小児科医を配置した。広報紙やホームページ等により事業内容を広くＰＲす
ることにより、市民に周知を図った。

今
後
の
方
向
性

事
業
概
要
及
び

１医療機関

１医療機関

１医療機関 進捗率 100.0% 評価 Ａ
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